
序

筆

�は
現
在
、

�
�の

�名
な
詩
人
杜
牧
（
八
〇
三
～
八
五
二
）
に

關
す
る
譯

�書
『
杜
牧
詩

�』
（
岩
波
書
店
・
岩
波
文
庫
）

故
・
松

浦
友
久
先
生
と
の
共

�

を
執
筆
中
で
あ
る
。
本
稿
は
、
そ
の
中
に

收
め
る
①
凡
例
、
②
譯

�（
一
首
）、
③
『
杜
牧
集
』
の

�
	な

傳
本

（
「
解


」
の
條
に
收
め
る
一
項
目
）
の
三
種
を
、
松
浦
先
生
ゆ
か
り
の
こ

の

�究
誌
に
發
表
し
て
、
學
恩
の
記
念
と
し
た
い
。

『
杜
牧
詩

�』
は
、
今
日
傳
存
す
る
『
杜
牧
集
』
の

�
	な

傳

本
『
樊
川
文
集
』『
樊
川
外
集
』『
樊
川
別
集
』
の
三
集
に
收
め
る

�四
一
五
首
の
詩
（

入
詩
を
除
く
）
の
な
か
か
ら
、
一
二
九
首
を
嚴

�し
、「

�明
」「
薔
薇

�」
の
二
首
を
加
え
た
も
の
を
、

�題
別
に
懷

古
・
詠
史
・
行

�・

�思
・
閨

�・

�答
・
飮
酒
・
閑

�・
登
覽
・
離

別
・
詠
物
・
書
懷
の
、
十
二
の

�別
ジ
ャ
ン
ルに
分
け
て
譯

�を
施
す
も
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
「
阿

�宮
賦
」
一
首
の
譯

�を
加
え
て
、
優
れ
た
古
典
詩

人
の
、
「
惆
悵
」
た
る
豐
か
な
抒

�世
界
を
生
き
生
き
と
傳
え
る
こ
と

を
目

�と
す
る
。

松
浦
先
生
と
は
生

�、
本
書
に
收
め
る
べ
き
詩
賦
の

�擇
と

�題
別

分

�を
と
も
に
檢
討
し
、
先
生
み
ず
か
ら
卷
頭
の
「
懷
古
の
う
た
」
を

�る
「
江
南
春

�句
」
「
揚
州
」
二
首
の
譯

�を
書
か
れ
て
、
據
る
べ

き
規
範
を
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
先
生
は
現
代
語
譯
、
筆

�は

�釋
、
と

い
う
役

�分
擔
を
決
め
て
ほ
ど
な
い
二
〇
〇
二
年
九

�二
十
六
日
、

�

如

�去
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
先
生
の

�切
・
正
確
な
現
代
語
譯
と
優
れ

た
解


（
先
生
は
詩
風
の
解


、
筆

�は
傳
記
の
擔
當
）
を
讀
む
樂
し
み
が

永

�に
失
わ
れ
た
の
は
、
痛
恨
の
極
み
で
あ
る
。
分
擔
執
筆
を
擔
う
筆

�に
と
っ
て
、
す
で
に

�
 詩

の
分

�を

!え
て
い
た
こ
と
、
三
首
の

『
杜
牧
詩

�』
譯

�例
釋

凡
例
・
譯

�・
傳
本

植
木

久
行



詩
の
譯

�の
範
例
が

�稿
と
し
て
殘
さ
れ
た
こ
と
は
、
不
幸
中
の
幸
い

で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
先
生
の
名

�『
李
白
詩

�』
（
岩
波
文
庫
、
一
九

九
七
年
）
の
體
例
に

�し
て
執
筆
す
る
方
針
が
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

今
こ
こ
に
『
杜
牧
詩

�』
に
收
め
る
三
種
の
原
案
を
發
表
し
て
、
早
期

の
刊
行
を
實
現
し
た
い
。

凡
例

一
、
本
書
は
、
杜
牧
の

�
�な

作
品
一
三
二
首
を

�び
、
訓
讀
・
語
釋
・

現
代
語
譯
・
補

�・
解

	・
年
表
な
ど
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
底
本
に
は
、
四
部
叢
刊
初


集
部
に
收
め
る
明
後
期
刊

�宋
本
の

影
印
『
樊 は
ん川 せ
ん文
集
』［
本
集
・
文
集
］、
お
よ
び
當
該
書
に
付
載
す

る
『
樊
川
外
集
』
［
外
集
］
『
樊
川
別
集
』
［
別
集
］
を
用
い
た
。

こ
れ
を
底
本
に
用
い
た
も
の
に
、
陳 ち
ん

允 い
ん

吉 き
つ

校
點
本
（
上

�古

出

版

�、
一
九
七
八
年
）
や
歐
陽
灼 し
や
く

校
點
本
（
岳
麓
書

�、
二
〇
〇
一

年
）
が
あ
る
。
本
書
の
校
勘
に
は
、
①
南
宋
期
の

�釋
�未

詳

『
樊
川
文
集
夾 き
よ
う

�

ち
ゆ
う

』
（
中
國

�
�省

圖
書

�
�・

明
正
統
五
年

�鮮
刻

本
の
影
印
本
、
日
本
國
立
公
文
書

�［

�閣
文
庫
］

�・
無
刊
記

�鮮
刻

本
の
寫
眞
複
製
本
）、
②
明

�
�四

十
六
年
刊
『
杜
牧
集
』
［
牧
集
］

（
臺
灣
聯
經
出
版
事
業
公
司
影
印
『

�
�詩

稿
本
』
第
五
十
三
冊
、
杜
牧

の
條
に
用
い
ら
れ
た
版
本
。
外
集
・
別
集
を
含
む
）、
③
明
末
・
胡 こ

震 し
ん

亨 こ
う

『

�
�統

籤
と
う
せ
ん

』
（
戊
籤
一
、
北
京
故
宮

�物
院
圖
書

�
�・

上

�古

出
版

�・
二
〇
〇
三
年
の
影
印
本
、
國
立
公
文
書

�
�
�本

）、
④

『

�
�詩

』
（
中

�書
局
・
一
九
七
九
年
再
版
排
印
本
）、
⑤

�・
馮 ふ
う

集 し
ゆ
う

梧
ご

『
樊
川
詩
集

�』
［
馮
本
・
馮

�］
（
上

�古

出
版

�・
一

九
七
八
年
再
版
排
印
本
）
の
ほ
か
、

�宋
期
の
總
集
、
⑥

�
�・

韋 い

 

そ
う


『
又 ゆ
う

玄 げ
ん

集
』
、
⑦
五
代
（
後
蜀
）・
韋

!

こ
く


『
才

"集
』
（
と
も

に
傅
ふ

#

せ
ん

$

そ
う


『

�人

�
�詩

新


』
［
陝
西
人
民
出
版

�・
一
九
九
六
年
］

�收
排
印
本
）、
⑧
北
宋
初
期
の
『
文

%
&
�』

［

&
�］

（
中

�書

局
・
一
九
八
二
年
再
版
影
印
本
）、
⑨
南
宋
・

'弼


『
三
體
詩
』

（
元
の
天
隱

�・
季
昌

(
�『

三
體
詩
』
〔
冨
山

)・

*文
大
系
、
一
九
一

〇
年
排
印
本
〕
）
等
を
用
い
、
校
勘
の
當
該
箇

�に
つ
い
て
は
、

「
語
釋
」
の
部
分
に

�記
し
た
。
た
だ
し
、
詩
歌
の
理
解
を
助
け

る
も
の
に
限
定
し
、
明
白
な

+字
や

,字
、

-略

.さ
れ
た
詩
題
、

/體
字
の

/同
（
「

0と
烟
」
「
憐
と
怜
」
「
階
と

1」
等
）
に
關
し
て

は
、
煩
雜
を

2れ
て
必
ず
し
も
一
々
言

3し
な
い
。

一
、
本
書
を

利
用
す
る

便
宜
の
た
め
、

各
作
品
ご
と
に
底
本
（
本
集
・

外
集
・
別
集
）
に
收
め
る

卷
數
を
、
「

韻
字
」
の
後
に
（

）
を
付

し
て
、
詩
型
と
と
も
に
書
き
記
し
た
。
例
（
七
言

4句
、
本
集
卷
四
）。

一
個
人
の
別
集

5
6を

持
つ
『
夾

�』
『
牧
集
』
『

�
�詩

』
『
馮

本
』
中
の
作
品
の
排
列
は
、
底
本
の
そ
れ
と
基
本

7に
同
じ
で
あ

『
杜
牧
詩

�』
譯

�例
釋
（
植
木
）
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る
が
、
『

�
�統

籤
』
の
み
は
詩
型
別

�
�の

た
め
、
排
列
を
大

き
く

�に
す
る
。
當
該
書
の
重

�な

�文
を
記
す
と
き
、
卷
數
を

特
に
明
示
す
る
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。

一
、

�字
に
つ
い
て
は
、
原
題
・
原
文
は

	
�字

、
そ
の
他
は
原
則
と

し
て
新

�字
を
用
い
た
。
た
だ
し
、「
余
・
餘
」「
欠
・
缺
」
な
ど
、


讀
の

�れ
の
あ
る
場
合
は
、

�宜
、

	
�字

を
用
い
て
い
る
。

一
、
か
な
づ
か
い
は
、
訓
讀
文
を
含
め
、
原
則
と
し
て
す
べ
て
新
か
な

づ
か
い
に
よ
る
。
た
だ
し
、
「
出
ず
（
出 い
で

ず
・
出 い

づ
）」
な
ど
、




讀
の

�れ
の
あ
る
場
合
は
、

�宜
、

	か
な
づ
か
い
を

用
し
て

い
る
。

譯

�（
一
首
）

鄭

�協
律

鄭

�

て
い
か
ん

協 き
よ
う律 り
つ

廣
文

�韻
留
樗
散
廣
文

こ
う
ぶ
んの

�

い

韻 い
ん

樗 ち
よ散 さ
んを
留 と
どめ

鷄
犬
圖
書
共
一
船
鷄
犬

け
い
け
ん

圖 と

書 し
よ

共 と
もに
一
船

い
つ
せ
ん

自

�江
湖
不
歸
事
自 み
づ
から

�

と

く
江 こ
う湖 こ

よ
り
歸 か
えら
ざ
る
の
事 こ
と

阻
風
中
酒

�年
年
風 か
ぜに
阻 は
ばま
れ
酒 さ
けに
中 あ
たり
て
年 ね
ん年 ね
んを

�

す

ぐ
と

も
と
協
律

�の
鄭

�

あ
な
た
は
、
鄭
虔

て
い
け
ん先
生
ゆ
ず
り
の
、

�大
な
ウ
ド
の
大
木
の
氣
質
を
深

く
留
め
な
さ
り
、

鷄 と
りや
犬
の
家
畜
も
、
書
物
も
、
す
べ
て
一
艘
の
船
の
中
に
積
み

�ん
で

氣
ま
ま
に

�ら
し
て
い
る
。

久
し
く
江
湖
の

�を
漂
泊
し
て
歸
ろ
う
と
し
な
い
事 わ

由 け

を
、
み
ず
か
ら

言
い
譯
し
て
い
う
。

�風
に
は
ば
ま
れ
、
酒
に
醉
い
つ
ぶ
れ
て
い
る
う
ち
に
、
一
年
ま
た
一

年
が

�ぎ
て
い
っ
た
の
だ
、
と
。

○
鄭

�協
律
―
協
律
は
太
常
寺
協
律

�。

�律
の

�和
を
つ
か
さ

ど
る
官
（
正
八
品
上
）。
鄭

�の
事
跡
は
不
明
。
『
夾

�』
に
「
本

�

（
原

�）
、
廣
文
の
孫
子
」
と
あ
り
、
『

�
�三

體
詩
』
卷
一
に
も

「

�は
乃
ち
虔
の
孫
」
と
い
う
。『
夾

�』
の
「
本

�」
は
底
本
の
な

か
に
は
見
え
な
い
が
、
明
代
（
十
五
世
紀

�ば
）
に
初
修
さ
れ
た

『
臺
臨
康
谷
鄭
氏
宗
譜
上
中
下
世
傳
』
卷
三
に
よ
れ
ば
、
鄭

�は
鄭

虔
の
玄
孫
（
虔
―

�―
策
―

�）
で
あ
り
（
１
）、
こ
れ
は
「
孫
子
」
（
子
孫

の
意
）
と
符
合
す
る
。
し
ば
ら
く
こ
の
玄
孫

�に
從
う
。
明
・
張
之

象
�『

�詩

�
�』

卷
九
七
に
は
、
「
鄭

�協
律
に

�る
」
と
題
す

る
。
○
廣
文

廣
文

 
!士

鄭
虔
の
こ
と
。
鄭
虔
、
字
は

"

じ
や
く齊 せ
い。

天
寶
年

�の
初
め
（
七
四
二
年
ご
ろ
）、
協
律

�と
な
る
。
（
『
新

�書
』

中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
二
集
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卷
二
〇
二
、
文

�傳
中
）。
天
寶
九
載
（
七
五
〇
）、
國
子
監
の
な
か
に

廣
文

�が
設
置
さ
れ
る
と
、
左

�の
地
か
ら
呼
び
も
ど
さ
れ
て
、
そ

の

�士
と
な
る
。
杜
甫
と
交

�し
、
玄
宗
か
ら
「
三

�」
（
詩
・
書
・

畫
妙

�）
と

�さ
れ
た
（
六
八
五
？
～
七
六
四
）

（
２
）。

	

の

張

�
�

『

代
名
畫
記
』
卷
九
に
い
う
、「
鄭
虔
は
高
士
な
り
。
…

�窮
・
轗 か
ん

軻 か

（
極
度
の
貧
困
と
不

�）
に
あ
り
て
も
、
琴
酒
・
篇
詠
を
好
む
」
と
。

○

�韻

�傳
さ
れ
た
氣
質
・
氣
風
。
○
樗
散
―
役
立
た
ず
の
大

木
。
樗
は
ヌ
ル
デ
、
ゴ
ン
ズ
イ
。

�や
こ
ぶ
が
多
く
、
枝
も
曲
が
り

く
ね
っ
て
、
木
材
と
し
て
の
使
い

�が
な
か
っ
た
。
ま
た
散
は
散
木

（
役
に
立
た
な
い
木
）
の
櫟 く
ぬ
ぎ。
櫟
は
舟
を

�れ
ば
沈
み
、
棺
を
作
れ
ば

早
く
腐
り
、

�を
作
れ
ば
壞
れ
や
す
く
、

�を
作
れ
ば
蟲
が

�っ
た
。

（
『

�子
』
逍
遙

�・
人

�世
篇
）。
こ
こ
は
、
杜
甫
の
「
鄭
十
八
虔
の

臺
州
（
浙
江
省
）
の
司

�（
參
軍
）
に
貶 へ
ん

せ
ら
る
る
を

�る
。
…
」

詩
に
見
え
る
、
「
鄭
公
は
樗
散
に
し
て

鬢 び
ん

絲
を

�す
」
を
踏
ま

え
た
表
現
。
こ
の
た
め
本
來
「
ウ
ド
の
大
木
」
（
役
立
た
ず
の
人

�）

を
意
味
す
る
「
樗
散
」
の
語
が
、
こ
こ
で
は
か
え
っ
て
一
種
の
反
語

表
現
と
し
て
、
不

�や
貧
困
に
屈
託
せ
ず
、
俗
塵
を
離
れ
て
自
由
な

境
涯
を

�る
鄭

�の
生
き
方
に
對
す
る
共
感
が
漂
う
。
ち
な
み
に
、

「
樗
散
」
の
字
、
底
本
・
『
夾

�』
・
『
牧
集
』
に
は
、
「

�

、
散
」
に

�

る
。
こ
こ
で
は
『
三
體
詩
』・『



 統

籤
』
（
卷
五
六
一
）
等
に
從
う
。

○
江
湖

名
利
の

!
"（

廟
堂
）
か
ら

�く
離
れ
た
南
方
の
江

お
お
か
わ

と
湖
。
自
由
を
樂
し
む
隱
士
た
ち
が
悠
々
自

#す
る
空

�で
あ
る
。

お
そ
ら
く
鄭

�は
、
す
で
に
協
律

$の
官
を
や
め
て
お
り
、
氣
ま
ま

な
生
活
を
樂
し
ん
で
再
び
歸

%す
る
意
志
の
な
い
こ
と
を
い
う
。
○

不
歸
事

事
は
事
由
・
原
因
。
○
阻
風
―

&風
に

'
(さ

れ
る
。

江
水
・
世

�雙
方
の
風
波
を

)ね
た
表
現
。
ち
な
み
に
「
阻
風
中
酒

*年
年
」
の
語
は
、

	

・

五
代
の
韋

�「
篷
船
に
宿
る
」
詩
の
結

句
に
も
見
え
る
。
本
詩
の
影

+か
。
○
中
酒

酒
に
醉
う
、
酒
に

醉
い
つ
ぶ
れ
る
。
こ
の
「
中
」
は
去
聲
、
zh
ò
n
g
。
結
句
は
鄭

�の

高
士
ぶ
り
を

,寫
す
る
。

※
韻
字

船
・
年
（
七
言

�句
、
本
集
卷
四
）。

［
補

�］

（
１
）

王

	霞

-
.『

鄭
虔

/究
』
（
浙
江

古

0出
版

1、
一
九
九
〇
年
）

に
引
く
宗
譜
の
摘

2に
よ
る
。
鄭

�の
字
は
「
螢
之
」
と
傳
え
る
。
ま

た
鄭

�の
事

跡
は
、

王

	霞

-
.『

鄭
虔

/究
續
集
』
（
浙
江

古

0出

版

1、
一
九
九
三
年
）
に
收
め
る
金

3明
「


協
律

$鄭

�故
里
考
古
」

に
引
く
『
鄭
氏
宗
譜
』
等
參
照
。

（
２
）

植
木

久
行
「


代
作

家
新

疑
年

2（
八
）
」
（

弘

4大
學
人
文

學
部

『
文

經
論

叢
』

第
三
十
卷

第
三

號
、
一
九
九
五
年

5收
）
に

收
め
る
鄭

虔
の
條
參
照
。

『
杜
牧
詩

6』
譯

�例
釋
（
植
木
）

79



『
杜
牧
集
』
の

�
�な

傳
本

杜
牧
の
甥 お
い

（
杜
牧
の
姉
が
嫁
い
だ
裴 は
い

儔 ち
ゆ
う

の
子
）
に
あ
た
る
裴

�翰
は
い
え
ん
か
ん

は
、

杜
牧
の
死
（
大
中
六
年
十
二

�ご
ろ
（
１
））
後
、
ほ
ど
な
く
生

�の
委
囑
に
從
っ

て
、
『
樊
川
集
』
二
十
卷
（

�の
四
卷
が
詩
［
賦
を
含
む
］
、
後
の
十
六
卷
は

文
）
を

�纂
し
、
大
中
九
年
（
八
五
五
）
ご
ろ
（
２
）、
後
序
を
書
き

�え
て

完

�さ
せ
た
。

�長
安
の
東
南
郊
外
に
あ
る
京
兆
府

	田
縣
尉
・
集
賢

殿
校
理
在
任
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
、
今
日
傳
存
す
る
杜
牧
の

詩
文
集
の


本
と
な
る
。
そ
の
後
、

�末
？
、

�
�未
詳
『
樊
川
外
集
』

一
卷
（
詩
の
み
）
が

�纂
さ
れ
、
續
い
て
北
宋
の
煕

六
年
（
一
〇
七

三
）
の
自
序
を
有
す
る
田

�

で
ん
が
い

�『
樊
川
別
集
』
一
卷
（
詩
の
み
）
が

�

纂
さ
れ
た
。
か
く
し
て
『
杜
牧
集
』
の
根
幹
を

�す
三
種
の
傳
本
が

�

て
そ
ろ
う
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
南
宋

�期
に
は
、
さ
ら
に

�
�未

詳
『
樊
川
續
別
集
』
三
卷
が
出
現
し
た
が
、
大

�の
詩
は
杜
牧
の
友
人

許
渾
の
詩
で
あ
っ
た
。
『

�
�詩

』
卷
五
二
六
、
杜
牧
七
の
條
に
收
め

る
六
十
二
首
は
、
こ
の
『
續
別
集
』
の
殘
本
中
の
詩
ら
し
い
（
３
）。

今
日
一
般
に
杜
牧
最
良
の
傳
本
と
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
は
、
四
部
叢
刊

初

�に
收
め
る
『
樊
川
文
集
』
二
十
卷
と
そ
れ
に
付
載
さ
れ
た
『
樊
川

外
集
』
一
卷
『
樊
川
別
集
』
一
卷
で
あ
る
。
こ
の
版
本
は
、
早
く
と
も

明
の
正

�・
嘉

�年

�（
十
六
世
紀

�中
期
）
以
後
に
刊
行
さ
れ
た

�

宋
本
ら
し
い
（
４
）。
い
わ
ゆ
る
楊
氏
景 け
い

蘇 そ

園 え
ん

影
宋
刊
本
（

�・
光

�三
十
二

年
［
一
九
〇
六
］
楊
壽
昌
刊
）
や
宮

�廳
書
陵
部

�・
明
倣
宋
刊
本
は
、

い
ず
れ
も
こ
の
四
部
叢
刊
本
と
同
一
の
明
版
（
５
）で
あ
っ
た
。

ま
た
明
末
・

�初
の
錢

�
�・

季
振
宜
遞 て
い

輯 し
ゆ
う『

�
�詩

稿
本
（
６
）』
第

五
十
三
冊
、
杜
牧
の
條
に
收
め
る
刊
本
『
杜
牧
集
（
７
）』
は
、
明
・
朱
之
蕃

�『

�
�十

二
家
詩
集
』
（

�
�四

十
六
年
［
一
六
一
八
］
刻
本
）
に
收
め

る
『
樊
川
詩
集
』
『
樊
川
外
集
』
ら
し
い
（
８
）。
こ
の
『
樊
川
詩
集
』
は
、

『
樊
川
文
集
』
に
收
め
る

�四
卷
の
詩
を
收
め
た
も
の
で
あ
り
、
本
來

の
形
態
が
殘
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
明
の
永
樂
十
四
年
（
一
四
一
六
）
の
刊
記
を
持
つ

�鮮
刻
本

『
樊
川
文
集
夾

�』
四
卷
（
『
樊
川
外
集
夾

�』
一
卷
を
付
載
）
が
傳
存
す

る （９
）。
こ
の
『
夾

�』
本
に
は
、
さ
ら
に
明
・
正
統
五
年
（
一
四
四
〇
）

刊
本
・
無
刊
記
本
の
二
種
も
傳
わ
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も

�鮮
古
刊
本

で
あ
る
。
『
夾

�』
本
は
、
『
別
集
』
を
缺
く
宋
代
流
布
の
一
形
態
（
晁

公
武
・
陳
振
孫
の

 
!本

參
照
）
を
傳
え
て
お
り
、
卷
頭
の
賦
三
首
も
含

ま
れ
て
い
る
。
南
宋
の
中
後
期
（
十
三
世
紀

�
�）

に

�立
し
、

�釋

�は
不
明
な
が
ら
南
宋
期
の
中
國
人
ら
し
い
。

『
夾

�』
本
は
、
今
日
傳
存
す
る
『
杜
牧
集
』
の
版
本
と
し
て
最
も

古
い
だ
け
で
な
く
、
現
存
最
古
の

�釋
書
と
し
て
、
初
め
日
本
（

"）で

#年

中
國
（

$）で
も

�目
さ
れ
始
め
た
。
明
・
正
統
刊
本
（

%
省

圖
書

&
�）

中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
二
集
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が
�年

（
一
九
九
七
年
）
影
印
（

�）さ
れ
て
、
き
わ
め
て
利
用
し
や
す
く
な
っ

た
。
『
夾

�』
本
の
存
在
は
、
杜
牧
の
詩
（
以
下
、
杜
詩
と
略
稱
）
に
對

し
て
詳

�を
施
し
た
『
樊
川
詩
集

�』
（

�・
嘉
慶
六
年
［
一
八
〇
一
］
刊
）

の

�
�馮

集
梧
で
さ
え
、

�く
氣
づ
か
な
か
っ
た
稀
覯
本
で
あ
る
。
い

い
か
え
れ
ば
、『
夾

�』
は
明

�期
ほ
と
ん
ど
未
知
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ

た
。
從
っ
て
校
勘

	料
と
し
て
の
價
値
は
極
め
て
高
く
、
本
書
で
は
、

校
勘
と

�釋
の
雙
方
で
利
用
し
た
。
ち
な
み
に
詩
の
排
列
は
、
四
部
叢

刊
本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
明
刊


宋
本
『
樊
川
文
集
』
二
十
卷
（
特
に

�四
卷
の
詩

の
部
分
）
は
、

�
の

裴

�翰

�纂
時
の

�態
を
か
な
り
よ
く
保
存
し

て
い
よ
う
が
、
改
變
さ
れ
た
部
分
も
存
在
す
る
。
①
本
來
の
書
名
は

『
樊
川
集
』
で
あ
っ
て
、
『
樊
川
文
集
』
で
は
な
い
。
こ
の
點
は
、
『

�

書
』
卷
一
四
七
・
杜
牧
傳
、
『
新

書
』
卷
六
〇
・

�文
志
、
南
宋

の
晁 ち
ょ
う

公 こ
う

武 ぶ

『
郡
齋
讀
書
志
』
（
瞿
く

本
）
卷
十
八
、
陳
振
孫
『
直
齋
書

�
解
題
』
卷
十
六
を
見
れ
ば
、
明
白
で
あ
る
。
②
北
宋
の
田

�
�『

樊
川

別
集
』
の
自
序
に
よ
れ
ば
、
裴

�翰

�『
樊
川
集
』
中
に
は
、
「
古
律

詩
二
百
四
十
九
首
」
が
存
在
し
た
。
し
か
し
明
刊


宋
本
『
樊
川
文
集
』

に
收
め
る
詩
數
は
二
六
七
首
（
卷
四
に
收
め
る
唱
和
詩
の
相
手
、
殷
潛
之
・

�群
の
詩
各
一
首
を
除
く
）
で
あ
り
、
十
八
首
も
多
く
混
入
し
て
い
る
。

③
『
樊
川
文
集
』
の
卷
頭
を

�る
裴

�翰
「
樊
川
文
集
序
」
は
本
來
、

卷
末
に
付
さ
れ
た
「
後
序
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
卷
頭
の
序
文
が
散

�

し
た
た
め
、
作
品
集
と
し
て
の
體
裁
を
整
え
る
た
め
に
卷
頭
に
置
か
れ

る
こ
と
に
な
り
、
文

�上
不

�切
な
末
尾
の
部
分
が

�除
さ
れ
た
。
北

宋
・
姚
鉉

よ
う
げ
ん

『

文
粹
』
卷
九
三
（
四
部
叢
刊
本
）、
『

�
文

』
卷
七
五

九
に
收
め
る
「
樊
川
文
集
後
序
」
が
、
そ
の

�態
を
傳
え
て
い
る
。

�

除
部
分
に
よ
れ
ば
、
『
樊
川
集
』
の
卷
頭
に
は
本
來
、
叔
お

父 じ

の
中
書
侍

�裴
休
（
裴

�翰
の
父
、
裴
儔
の
弟
）
の
序
文
が
置
か
れ
て
い
た
。

明
刊


宋
本
『
樊
川
文
集
』
に
は
、
こ
う
し
た
問
題
點
が
存
在
す
る

が
、
そ
の
中
に
收
め
る
詩
文
は
、
ほ
ぼ
杜
牧
の
作
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ

う
。
（
卷
四

�收
の
「
江
上
偶
見

�句
」
は
、
劉
禹
錫
詩
の
混
入
で
あ
る
）。

『
樊
川
外
集
』
と
『
樊
川
別
集
』
に
收
め
る
詩
に
關
し
て
は
、
杜
牧

の
作
か
ど
う
か
を
見
き
わ
め
て
、
よ
り
愼
重
に
對
處
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
『
外
集
』
に
收
め
る
詩
一
二
七
首
の
う
ち
、
す
で
に
二
十
五
首

ほ
ど
は
、
杜
牧
以
外
の
僞
詩
で
あ
り
、
『
別
集
』
に
收
め
る
詩
六
十
首

の
う
ち
十
二
首
ほ
ど
は
僞
詩
で
あ
る
、
と
考
證
（

�）さ
れ
て
い
る
。

�
�未

詳
『
樊
川
外
集
』
の

�立
年
代
は
、
今
日
な
お
明
瞭
で
な
い
。

現
存
の
『
外
集
』
に
收
め
る
一
二
七
首
は
、
田

�の
「
別
集
序
」
に
見

え
る
「

�傳
の
『
集
外
詩
』
な
る

�は
、
又
た
九
十
五
首
」
と
大
き
く

�な
っ
て
い
る
。

�
の

詩
人
皮
日
休
「

 士
嚴
子
重
（
名
は

!）
を

『
杜
牧
詩

"』
譯

�例
釋
（
植
木
）
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傷
む
詩
」
（
咸

�十
一
年
［
八
七
〇
］
の
作
）
の
序
に
よ
れ
ば
、
彼
が
幼

少
年
時
代
、

�校
で
見
た
『
杜
舍
人
牧
之
集
』
（
中
書
舍
人
杜
牧
［
字
牧

之
］
の
作
品
集
）
に
あ
っ
た
「

�士
嚴

�

う
ん

に
與
う
る
詩
」
は
、
現
行
の

『
外
集
』
に
收
め
る
「
嚴

�秀
才
の

�
�に

和
す
」
詩
の
こ
と
ら
し
い
。

さ
ら
に
五
代
（
後
蜀
）・
韋

�

こ
く

	『
才


集
』
卷
四
に
は
、
『
外
集
』
に

收
め
る
三
首
「
隋

�」
（
定
子
）「

�」
「

懷
」
（
題
揚
州
）
が
一

�に

ま
と
め
て
收

�さ
れ
て
い
る
こ
と
（

�）を
も
考
え
れ
ば
、
『
外
集
』
は

�末

に

�立
（

�）し
た
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
現
行
の
『
外
集
』
は
、
す
で
に

當
時
の

�態
を
か
な
り
失
っ
て
い
る
（

�）。

い
ず
れ
に
し
て
も
現
存
の
『
杜
牧
集
』
の
傳
本
は
、
『
夾

�』
本
も

含
め
て
、
明
刊
本
が
最
古
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
は
遡
れ
な
い
。
し
か
も

テ
キ
ス
ト
は
少
し
亂
れ
て
お
り
、

�收
・

�
�詩

が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
杜
詩
を

�切
・
正
確
に
讀
ん
で
い
く
た
め
に
は
、

�宋
期
の

總
集
の
な
か
に
收
め
る
杜
詩
の
文
字
に
對
し
て
も
、
當
然

�目
す
る
必

�が
あ
る
。
こ
の
意
味
で

�末
の
『
又
玄
集
』
（
光

�三
年
［
九
〇
〇
］

自
序
）
と
五
代
の
『
才


集
』
、
お
よ
び
北
宋
初
期
の
雍 よ
う

煕 き

三
年
（
九
八

六
）
に

�る
『
文

�
�
�』

は
、
特
に
重

�と
な
ろ
う
。
こ
の
三
書
を

�り
あ
げ
て
校
勘
に
利
用
し
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

杜
詩
の

�釋
書
と
し
て
は
、
す
で
に

 べ
た
よ
う
に
、
南
宋
の

�釋

!未
詳
『
樊
川
文
集
夾

�』
（『
外
集
夾

�』
一
卷
を
含
む
）
が
存
在
す
る
。

續
い
て

"の
馮 ふ
う

集 し
ゆ
う梧 ご

『
樊
川
詩
集

�』
（
嘉
慶
三
年
［
一
七
九
八
］
自
序
）

が
出
現
し
、
古
典
詩
に
對
す
る
優
れ
た

�釋
書
の
一
つ
に
數
え
ら
れ
て

い
る
が
、
『
外
集
』
や
『
別
集
』
の
作
品
に
對
し
て
は

�釋
を
施
さ
な

い
。

#現
代
に
な
っ
て
刊
行
さ
れ
た
杜
詩
の

�釋
書
の
な
か
で
、
本
書
の

譯

�に
利
用
し
た

$な
も
の
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
（

%究
書
・

&傳
の

'は
省
く
）。

・中
國
・

①
繆
鉞

ぼ
く
え
つ

『
杜
牧
詩

(』
（
人
民
文
學
出
版

)、
一
九
五
七
年
。
再
版
あ
り
）

②

*

し
ゆ
う

錫 し
や
く

+

ふ
う『
杜
牧
詩

(』
（
生
活
・
讀
書
・
新
知
三
聯
書
店
香

,分
店
、

一
九
八
〇
年
。
ま
た
廣
東
人
民
出
版

)、
一
九
八
四
年
版
も
あ
る
）

③
朱
碧

-・
王
淑
均
『
杜
牧
詩
文

(
�』

（
上

.古

/出
版

)、
一
九

八
二
年
）

④
朱
碧

-『
杜
牧

(集
』
（
上

.古

/出
版

)、
一
九
九
五
年
）

⑤

0在
慶
『
杜
牧
詩
文

(
&』

（
上

.古

/出
版

)、
二
〇
〇
二
年
）

⑥
張
松
輝
譯

�・
陳

1
2校

3『
新
譯
杜
牧
詩
文
集
』
（
上
下
二
冊
、

臺
灣
三
民
書
局
、
二
〇
〇
二
年
）

・日
本
・

①
上
村
才
六
『
杜
樊
川

4句
詳
解
』
（
聲

5
)、

一
九
三
三
年
）

中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
二
集
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②
市
野
澤
寅
雄
『
杜
牧
』
（
集

�
�、

一
九
六
五
年
）

③

�井
健
『
杜
牧
』
（
筑

�書

�、
一
九
七
四
年
）

④
石
川
忠
久
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ

�詩
を
よ
む
杜
牧
』
（
日
本
放

�出
版
協
會
、

一
九
九
一
年
）

中
國
版
の
①
②
④
は
、

	

し

た
詩
歌
を

�年
部
分
と
未

�年
部
分

と
に
分
け
て

�釋
す
る
が
、
特
に
②
は
優
れ
た
口
語
譯
を
備
え
て
い
る
。

④
は

�釋
が
詳
し
い
。
③
は

易
・
明
解
な

�釋
書
。
⑤
は

�年
體
形

式
の

�略
な

�
�書

で
あ
る
。
⑥
は
『
樊
川
文
集
』
二
十
卷
の
う
ち
の

十
六
卷
ま
で
の

�作
品
と
卷
十
七
以
下
の
「
制
」
六
篇
、
お
よ
び
『
文

集
』
未
收
の
詩
三
十
一
首
の
譯

�で
あ
る
。
つ
ま
り
⑥
は
、
譯

�を
施

し
た
分
量
の
多
さ
で
畫
期

�な
勞
作
で
あ
る
が
、
詩
歌
の
譯

�に
つ
い

て
言
え
ば
、
必
ず
し
も
綿
密
で
は
な
い
。

日
本
版
の
①
は
、『
馮
本
』

�收
の

�句
一
五
六
首
の
譯

�で
あ
る
。

②
は
日
本
に
お
け
る
最
初
の
大
部
の
譯

�書
で
あ
る
が
、
煩
雜
で
分
か

り
に
く
い
。
③
の
な
か
に
收
め
る

�三
十
首
の
杜
詩
の
譯

�は
、
現
在

で
も
參
照
に
値
す
る
。
④
は
ラ
ジ
オ
第
二
放

�の
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、

明
な

�釋
を
特
色
と
す
る
。

ち
な
み
に
陳 ち
ん

貽 い

�

き
ん

�
�『

�訂

�釋

�
�詩

』
（

�五
冊
、
文

�
�
�

出
版

�、
二
〇
〇
一
年
）
の

�
�な

�釋
（

�在
慶
執
筆
）
も
、
充
分
參

考
に
な
る
。

�

（
１
）
植
木
久
行
「
杜
牧
生
卒
年
論
據
考

許
渾
ら
の

�年
に
も
觸
れ
て
」

（『
集
刊
東
洋
學
』
第
六
十
八
號
、
一
九
九
二
年

�收
）
參
照
。

（
２
）
胡
可
先
「
杜
牧
詩
文
雜
考
」
（
同
『
杜
牧

�究
叢
稿
』
人
民
文
學
出

版

�、
一
九
九
三
年

�收
）
や
、

�在
慶
「
杜
牧
卒
年

 『
杜
秋
娘
詩
』

系
年
考

!」
（
同
『
杜
牧
論
稿
』
廈 ア

門 モ
イ

大
學
出
版

�、
一
九
九
一
年

�

收
）
參
照
。

（
３
）
葛
兆
光
「

�集
瑣
記
」（『
文
獻
』
第
二
十
二
輯
、
一
九
八
四
年

�收
）

や
、
こ
の

"を
受
け
て
探
求
し
た
胡
可
先
『
杜
牧

�究
叢
稿
』
六
六
頁

と
二
二
五
頁
を
參
照
。『

�
�詩

』
卷
五
二
六
は
、『

�
�詩

稿
本
』
の

な
か
で
『
別
集
』
の
後
に
付
載
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
く
。

（
４
）
韓 か
ん

錫 し
や
く

鐸 た
く

「
關
于
『
樊
川
文
集
夾

�』
」
（
『

#
$大

學
學
報
』
［
哲
學

�會
科
學
版
］
一
九
八
四
年
第
四
期

�收
）
に
よ
る
。

（
５
）
山

%春
夫
「
杜
牧
集
の
版
本
に
つ
い
て
」
（
同
『
杜
牧
の

�究
』
彙

文
堂
書
店
、
一
九
八
五
年

�收
）
の

"に
よ
る
。

（
６
）
明

&未
刊
稿
彙

�第
二
輯
と
し
て
、
一
九
七
六
年
に
影
印
さ
れ
た
。

『

�
�詩

稿
本
』
の
原
名
は
、『

�詩
』
も
し
く
は
『

�
�詩

』。

（
７
）
『
杜
牧
集
』
の
名
は
、『
稿
本
』

�收
の
テ
キ
ス
ト
の
版
心
に
よ
る
。

『
文
集
』
『
外
集
』
『
別
集
』
の
詩
を
、
す
べ
て
「
卷
之
五
」
と
し
て
收

め
る
。

（
８
）
賈
二

'「『

�
�詩

稿
本
』

(用

�集
考
略
」（
陝
西
師
範
大
學
古

)

�
�『

古
代
文
獻

�究
集
林
』
第
三
集
、
陝
西
師
大
出
版

�、
一
九
九

『
杜
牧
詩

	』
譯

�例
釋
（
植
木
）
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五
年

�收
）
の

�に
よ
る
。
こ
の
論
文
に
『
樊
川
別
集
』
の
名
を
記
さ

な
い
の
は
、
單
な
る
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
か
。
賈
二

�の
論
文
の

�讀
に
關

し
て
は
、
上

�の
復
旦
大
學
に
留
學
中
の
佐

�
�一

氏
の
手
を
煩
わ
せ

た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
く
感
謝
し
た
い
。

（
９
）
許
山

の
み
や
ま

秀
樹
「
『
樊
川
文
集
夾

	』
の


立
と
版
本
」
（
早
稻
田
大
學

『
中
國
文
學

�究
』
第
二
十
期
、
一
九
九
四
年

�收
）
の

�に
よ
る
。

こ
の
論
文
は
、
『
夾

	』
に
關
す
る
知
見
を
大
き
く

�
さ

せ
た
勞
作

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
最
古
の
永
樂
刊
本
の
足
本
は
、
お

�の
水

圖
書

�



せ
い簣 き

堂 ど
う文
庫

�
�本

だ
け
で
あ
る
と
い
う
。

（

�）
市
野
澤
寅
雄
『
杜
牧
』（
一
九
六
五
年
）
や

�井
健
『
杜
牧
』（
一
九

七
四
年
）
は
、
杜
詩
の
最
古
の

	釋
書
と
し
て
活
用
す
る
。

（

�）

	４
の
韓
錫
鐸
の
論
文
や
、

�在
慶
「
�鮮
刻
本
『
樊
川
文
集
夾

	』

�文
獻
價
値
」（『

�代
文
學

�究
』
第
九
輯
、
廣
西
大
學
出
版

�、
二

〇
〇
二
年

�收
）
參
照
。

（

�）
『

�鮮
刻
本
樊
川
文
集
夾

	』（
中

�
�國

圖
書

�文
獻
縮

�複
製
中

心
、
發
行

�は
新

�書
店
北
京
發
行

�）。

（

�）
胡
可
先
「
杜
牧
詩
眞
僞
考
」
（
同
『
杜
牧

�究
叢
稿
』

�收
）
は
、

先
行
の

�究


果
を
ま
と
め
た
記

�を
持
ち
、
參
照
に
値
す
る
。
た
だ

し
「
懷

�中
馮
秀
才
」
詩
に
つ
い
て
は
、
筆

�は
杜
牧
の
詩
と
見
な
す
。

 培
基
『

�
�詩

重
出

!收
考
』（
陝
西
人
民
出
版

�、
一
九
九
六
年
）

も
參
照
。

（

"）
胡
可
先
「
杜
牧
詩
文
雜
考
」（

	２
）
の
な
か
で
の
指
摘
。

（

#）
古
く
は
明
末
・
胡
震
亨
『

�
$統

籤
』
卷
五
五
三
（
戊
籤
一
）
、
杜

牧
小
傳
の

	に
い
う
、「
其
の
外
集
の
詩
は
、

�人
の

%む

�に
し
て
、

其
（
杜
牧
）
の
焚
棄
を
更 ふ

る
の
余
り
」
と
。

（

&）
胡
可
先
「
杜
牧
詩
文
雜
考
」（

	２
）
に
は
、
こ
う
推
測
す
る
、

現
行
の
『
樊
川
外
集
』
は
、
後
の
人
が

�代


立
の
『
外
集
』
と
『
集

外
詩
』
一
卷
（
陳
振
孫
『
直
齋
書

'解
題
』
卷
十
六
に
見
え
る
）
あ
る

い
は
他
集
と
を
混
合
・
刪

(し
て
作
り
上
げ
た
も
の
、
と
。

中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
二
集

84




